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( 口 絵解説)

花の病害虫 (17) 一一サ ボ テ ン一一

サ ボ テ ン類 は南北 ア メ リ カ 大 陸 に 広 く 分布 し ， ナ デ シ
コ 科， ヒ ユ科， ツ ル ナ科な ど を 含 む 1 ， 200 以上の種が あ

る 大 き な植物群であ り ， 形態が特 に変わ っ て い る た め ，
サ ボ テ ン 目 と さ れ る 。 大 き く は ペ イ レ ス キ ア 類
(Peireskioideae) ， オ プ ン テ ィ ア類 (Opuntia) ， セ レ ウ

ス 類 (Cereus) の 3 群 に 分 け ら れ る 。

ペ イ レ ス キ ア 類 は刺器 ( ト ゲ ) は あ る が， 一般的な サ
ボ テ ン の 形状 は 示 さ ず， ほ と ん ど広葉樹 の よ う に み え
る 。 オ プ ン テ ィ ア 類 に は筒状オ プ ン テ ィ ア ， ウ チ ワ サ ボ

テ ン な どがあ り ， 特 に ウ チ ワ サ ボ テ ン は 日 本で も 戸外で
一般的 に栽培 さ れて い る の で よ く 知 ら れて い る 。 セ レ ウ
ス 類 は葉状セ レ ウ ス ， 柱サ ボ テ ン， 玉サ ボ テ ン な どがあ
り ， 多 く の サ ボ テ ン類 は セ レ ウ ス 類 に 含 ま れ， 一般的 に
サ ボ テ ン と い え ば， そ の ほ と ん どがセ レ ウ ス 類に類別 さ

れ る 。
鉢花類 と し て利用 さ れて い る サ ボ テ ン は セ レ ウ ス 類の

葉状セ レ ウ ス類で あ り ， ク ジ ャ ク サ ボ テ ン， シ ャ コ パサ
ボ テ ン， デ ン マ ー ク カ ク タ ス ， イ ー ス タ ー カ ク タ ス な ど
が主 に栽培 さ れて い る 。

一方， 趣味園芸で は玉サ ボ テ ン類が ト ゲ の形や茎節の
形， 花茎や花色な どの多彩性 を 楽 し む た め， 多 く の品種
が栽培 さ れて い る 。 ま た植物園 で は オ プ ン テ ィ ア属の筒
状オ プ ン テ ィ ア 及 び ウ チ ワ サ ボ テ ン類， 柱状セ レ ウ ス 類

の柱サ ボ テ ン類， 玉サ ボ テ ン類な どが特に形状が変わ っ

て い る た め ， 入閣者の 目 を楽 し ま せ て い る 。
こ こ で は ， 鉢花 と し て 主 に栽培 さ れて い る 葉状セ レ ウ

ス 類の病害 に つ い て 紹介す る が， 鉢花 と し て栽培 さ れて
い る サ ボ テ ン は， シ ク ラ メ ン ， べ コ ニ ア類， サ ト イ モ 科
観葉類， シ ネ ラ リ ア な ど多 く の鉢花 と 組み合わ せ栽培が
多 く ， 単独で栽培 さ れ る こ と は ほ と ん ど な い。

1 億敗病

本病 は Fusarium oxysporum に よ っ て 生ず る 。 病原菌
は不完全菌類 に 属 し， 6�380Cで生育 し， 25�280Cが生育
適温で あ る 。 ク ジ ャ ク サ ボ テ ン， シ ャ コ パサ ボ テ ン， デ
ン マ ー ク カ ク タ ス ， イ ー ス タ ー カ ク タ ス の い ずれに も 発
生 し ， サ ボ テ ン類では最 も 一般的 な病害であ り ， 重要 な
病害で も あ る 。

地上部 と 地際部の病徴があ る が， 主 に 地際部 に発生す
る 。 地際部の病徴 は初め地際部の茎節 に褐色の水浸状の
斑点、 を 生 じ ， やがて斑点部 は拡大 し， 地際部全体の茎節
が腐敗す る 。 発病茎節 は表皮 と 維管束 を残 し， 内部が溶
脱す る た め ， 被害茎節 は乾固す る と 紙 の よ う に な る 。 病

勢が軽 い場合 に は腐敗 は 地際茎節の一部 に と ど ま る が，

発病株 は地上部 の維管束が褐変 し て お り ， 茎節が脱落 し

た り ， あ る い は次年度 の重要 な伝染源 と な る 。

2 疫病

本病 は Phytophytora nicotianae に よ っ て 生 ず る 。 病

原菌 は鞭毛菌類 に 属 し ， 30�320Cが生育適温で あ る 。 サ

ボ テ ン類の ほ か， ト マ ト ， カ ン キ ツ 類， ト ロ ロ ア オ イ ，

ユ リ ， キ ン ギ ョ ソ ウ ， サ ル ビ ア ， ガ ー ベ ラ な ど多 く の植
物 に 寄生す る 。 高温， 多 湿 を 好む菌であ る た め ， 挿 し 木

床や梅雨 あ げ に 多発す る 傾向 が あ る 。
地際部の茎節の一部が水浸状 と な り ， こ れ は 急激 に 茎

節全体 に 拡大 し ， 内部が腐敗溶脱す る 。 こ の た め， 地上
部 は倒伏 し ， 乾固 す る と 紙 の よ う に な る 。

3 茎枯病

本病 は 丹thium sp. に よ っ て 生ず る 。 病原菌 は鞭毛菌

類 に 属 し ， 高温を好み， 35�360Cが生育適温であ る 。

挿 し床で苗の地際部 の茎節 に 発生す る 。 挿 し穂の地際
部が水浸状 に 腐敗 し ， 発病株 は倒伏す る 。

4 すそ枯病

病原菌 は 不完全菌類の Rhizocfonia solani で あ り ， 完

全世代 は Thanat，ψhorus cucumeris の担子菌類に属す る 。
本病 は地際部 の 茎節 に 発生す る 。 地際部の 茎節が褐色

に 腐敗す る が， 内部は溶脱せず， 腐敗 は乾腐状であ り ，
乾固 し で も 紙の よ う に は な ら な い。

5 茎億病

本病 は Helmintho司porium cacfivorum に よ っ て 生 ず

る 。 病原菌 は 不 完全菌類 に 属 し ， 14�40"C で生育 し ，

370Cが生育適温であ る 。
本病 は若い地上部の茎節 に 発生す る 。 初 め ， 刺座部 に

淡黄色の小斑点 を 生ず る が， 斑点部 は 急激 に 拡大 し ， 茎
節 は 褐色~黒褐色 に 腐敗す る 。 やがて腐敗部が乾枯す る

と 黒色 の カ ビ を 生ず る 。

6 日 射病

本病は Hendersonia opuntiae に よ っ て 生ず る 。 病原

菌 は 不完全菌類 に 属 し， 淡黒褐色球形の柄子殻 を 表皮 肉

に形成 し ， 成熟す る と 表皮 を 破 っ て 露 出 し ， 柄胞子 を 飛

散 さ せ て伝染す る 。

病徴 は地上部の茎節 に 発生す る 。 初 め ， 刺座の ま わ り

に ， やや く ぽん だ退色斑 を生 じ ， 水浸斑 を 伴 っ て 茎節 に

ぼや け た 病斑 と し て 拡大す る 。

7 その他の病害

サ ボ テ ン類 の そ の 他 の 病害 と し て は ， 炭 そ 病 (病原

菌 : Gloeo者porium lunatum) ， モ ザ イ ク 病 ( 病 原 菌 :

Cactus virus X， て ん ぐ 巣病 (病原菌 : MLO) ， 灰色か

び病 (病原菌 : Botηtis cinerea) な どが知 ら れて い る が，

こ れ ら の病筈 は特定の温室 での発生であ り ， 一般的 に は

ほ と ん ど認め ら れ な い。 (栃木県農業試験場 木嶋利 男 )
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